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●はじめに
　人工呼吸管理中、加温加湿器を用いて十分な加温加
湿を行う条件下では、吸気回路での結露が生じる。呼
吸回路内の結露は気道閉塞の原因となることがあり、ト
リガー・吸気抵抗にも影響を与える。この回路内結露
は、環境温の影響を受ける。環境温の影響を低減させ
る目的で、回路にスリーブを装着した呼吸回路が製品
化されており、その評価を行った。
●目　的
　呼吸回路吸気側のスリーブが、回路内結露の量に与
える影響を検証する。
●方　法（図 1）
　下記の条件で実験を行い、12 時間運転後の結露重量
を 10 回測定した。結露重量は、12 時間運転後の回路
重量と、乾燥した回路の重量の差とした。
　呼吸回路：スリーブ付き回路 tkb Pneu-Moist Ⓡ MG225

（東機貿社）。対照群として、上記回路のスリーブを剝
離した回路を使用した。
　条　件：E-100M（ニューポートメディカルインストゥ
ルメンツ社）にて。定常流 13L/ 分
　加温加湿器設定：口元温 40℃、チャンバー温 38℃
　環境温：26.4±0.3℃
●結　果（図 2）
　結露量はスリーブ付き回路の方が有意に少なかった。
●考　察
　吸気回路内結露は相対湿度 100％を意味し、このと
き気管内からの水分奪取は最小限となるが、過剰な水
分は水分のたれ込みにより微小無気肺、気道閉塞、コ
ンプライアンス低下の原因になるといわれている 1〜3）。
今回の実験では、スリーブによる遮蔽効果により、呼
吸回路が環境温からの影響を受けにくくなり、結露量
の差を生じたと考えられる。
　結露量の低減は、前述の呼吸への悪影響を減少させ、
回路内結露を処理する看護業務量の低減にもつながる

ことから、スリーブ付き呼吸回路が、より安全な人工
呼吸の実施に有用である可能性が示唆された。
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図 1　回路図
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図 2　回路内結露量の比較
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